
議員や知事から提出された条例案や動議などを審議しました。

条例その他議決案件（計 13件）
●薬物の濫用の防止に関する条例及び使用料及び手数料徴収条例
の一部を改正する条例

●兵庫県病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例
●特定調停及び債権の放棄
●公益社団法人ひょうご農林機構への貸付金の一部債権放棄
●消防防災ヘリコプター取得契約の締結　など

動議（計 1件）
●「元県民局長の文書問題の内容調査」に関する動議

意見書（計 7件）
●保育士等の更なる処遇改善と人材確保への支援を求める意見書
●生殖補助医療における費用負担軽減及び保険適用範囲の拡充を求める意見書
●大規模地震災害を見据えた上水道施設の強靱化を求める意見書
●SNS を利用した、いわゆる「なりすまし投資詐欺」被害防止対策を求め
る意見書

●聴覚補助機器等の積極的な活用への支援を求める意見書
●豊かな学びと育ちのための少人数学級実現と教職員定数改善並びに義務
教育費国庫負担制度拡充を求める意見書

●パレスチナにおける人命保護と平和実現を求める意見書

請願（計 1件）
●百条委員会の設置を求める件
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広告掲載に関する問い合わせは 株式会社ジチタイアド 　092 -716 -1401まで

新体制での県議会がスタート！

広告欄のため不掲載

あなたの声を県政に、伝えよう私たちの心、夢かなうひょうごへ

県議会
だより

第367回6月定例兵庫県議会

来年は、阪神・淡路大震災から 30 年、さらに大阪・関西万博の開幕と、本県にとって重要な節目を迎
えます。だからこそ、本年度は「躍動する兵庫」の実現に向けた基盤をしっかり固める年にしなければ
なりません。
人口減少や気候変動、不安定な国際経済情勢など、先行きが不透明な中にあっても、誰もが夢や希望
を持ち、安心して挑戦できる社会を築いていくことが重要です。
地域の代表である私たち県議会議員が、地域の声を的確に代弁し、それぞれの地域で何が必要なのか、
何をするべきなのかを積極的に提言し、その実現のために力を注いでいかなければなりません。
県民に開かれた議会の実現に向けて、対話を重視しつつ、これまで歴代議長をはじめ、各議員の懸命
な努力により進めてきた議会改革の不断の取組をさらに進めます。　
時代を切り拓く「躍動する兵庫」の実現に向け、ともに歩んでまいりましょう。

第127代議長

浜田 知昭
第132代副議長

谷井 いさお

議長・副議長あいさつ

議会広報PRキャラクター

「兵議博士」
ひょう ぎ はか せ

6月定例県議会の概要 6月4日～6月13日第367回



委 員 長
副 委 員 長
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員

（自民）
（維新）
（自民）
（公明）
（自民）
（県民）
（公明）
（自民）
（自民）
（自民）
（維新）
（維新）

内　藤　兵　衛
岸　口　みのる
橘　　　秀太郎
小　泉　弘　喜
山　口　晋　平
上　野　英　一
越　田　浩　矢
村　岡　真夕子
北　野　　　実
戸井田　ゆうすけ
飯　島　義　雄
門　　　隆　志

幹 　 事 　 長
副　幹　事　長
副　幹　事　長
政 務 調 査 会 長
政務調査副会長
政務調査副会長

団 長
幹 事 長
副 幹 事 長
副 幹 事 長
政 務 調 査 会 長
副政務調査会長
副政務調査会長
広 報 委 員 長
副 広 報 委 員 長

北　野　　　実
戸井田　ゆうすけ
富　山　恵　二
村　岡　真夕子
岡　　　つよし
風　早　ひさお

岸　口　みのる
門　　　隆　志
佐　藤　良　憲
大　矢　卓　志
飯　島　義　雄
白　井　たかひろ
住　本　陽　子
鍔　木　良　子
中　村　大　輔

団 長
副 団 長
幹 事 長
副 幹 事 長
政 務 調 査 会 長
政務調査副会長

幹 事 長
副 幹 事 長
政 務 調 査 会 長
政務調査副会長

団 長
政 務 調 査 会 長

岸　本　かずなお
伊　藤　勝　正
越　田　浩　矢
竹　尾　ともえ
小　泉　弘　喜
麻　田　寿　美

上　野　英　一
北　上　あきひと
迎　山　志　保
小　西　ひろのり

庄　本　えつこ
久保田　けんじ

兵庫県議会公明党議員団兵庫県議会自由民主党議員団

維新の会兵庫県議会議員団 兵庫県議会ひょうご県民連合議員団

日本共産党兵庫県会議員団

会派役員 「会派」とは、政治上の主義や政策を同じくする議員が集まり、議会活動を共に行
う団体のことです。県議会では会派を中心とした活動が行われています。

議会運営
委員会

議会を公正かつ円滑に運営するため、定例会の会
期や議事日程、議会の運営方法などを協議します。

自
由
民
主
党

大
上 

和
則

【
丹
波
篠
山
市
】

お
お
が
み
　か
ず
の
り
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自
由
民
主
党

岡 

つ
よ
し

【
加
古
郡
】

お
か

躍
動
す
る
兵
庫
の
実
現
に
向
け
た

組
織
づ
く
り

文
書
問
題
の
解
明
も
重
要
だ
が
、
県
民
福
祉
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
最
重
要
課
題
。
職
員
一
人
ひ
と
り
が

最
大
限
の
力
を
発
揮
で
き
る
組
織
づ
く
り
を
目
指
す
べ
き
。

県
政
の
最
大
の
責
務
は
県
民
福
祉
の
向
上
で
あ
り
、

全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
オ
ー
ル
兵
庫
で
県
政
を
前

に
進
め
る
。
知
事
が
職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
、
し
っ
か
り
耳
を
傾
け
な
が
ら
よ
り
良
い
施
策
づ
く
り
に

取
り
組
む
。
兵
庫
の
未
来
を
切
り
開
く
県
政
の
実
現
に
向
け
、

職
員
全
員
が
い
き
い
き
と
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
職
場

づ
く
り
に
一
層
取
り
組
ん
で
い
く
。

QA

維
新
の
会

白
井 

た
か
ひ
ろ

【
神
戸
市
灘
区
】

し
ら 

い

元
県
民
局
長
作
成
の
文
書
問
題
と

知
事
の
姿
勢

今
回
の
問
題
で
騒
動
を
招
い
た
こ
と
へ
の
知
事
の
考

え
は
。
公
益
通
報
窓
口
を
外
部
に
置
き
、
贈
答
品
の

取
扱
い
の
ル
ー
ル
を
作
り
厳
格
に
運
用
を
行
う
べ
き
で
は
。

現
下
の
状
況
に
至
っ
た
こ
と
を
、
改
め
て
お
詫
び
す

る
。
今
後
さ
ら
に
職
員
と
意
識
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
、
風
通
し
の
良
い
職
場
・
体
制
づ
く
り
に
努

め
る
。
公
益
通
報
窓
口
の
外
部
へ
の
設
置
や
、
物
品
の
受
領

の
取
扱
い
に
関
す
る
ル
ー
ル
整
備
は
、
こ
の
問
題
の
第
三
者

機
関
に
よ
る
調
査
と
並
行
し
、
他
府
県
や
民
間
企
業
の
事
例

を
参
考
に
し
つ
つ
、
検
討
を
進
め
る
。

QA

環
境
と
調
和
し
た
持
続
可
能
な

農
業
の
推
進
と
農
業
経
営
の
両

立
に
つ
い
て
。

生
産
性
や
経
営
の
安
定
に
留
意

し
た
取
組
が
必
要
。
ス
マ
ー
ト

農
業
の
普
及
や
農
薬
に
依
存
し
な
い
防

除
方
法
の
開
発
、
指
導
者
育
成
等
を
推

進
し
、
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
対
策

に
は
部
局
横
断
で
取
り
組
む
。

QA

自　民…自由民主党
維　新…維新の会
公　明…公明党

県　民…ひょうご県民連合
共　産…日本共産党
無所属…無所属

 議会広報紙で使用している会派名の略称は、次のとおりです。

▲ ▲ ▲  代 表 質 問代表・一般質問の一部　をご紹介します。

維
新
の
会

斉
藤 

な
お
ひ
ろ

【
川
西
市
及
び
川
辺
郡
】

さ
い
と
う

今
後
ど
の
よ
う
に
子
ど
も
達
に

対
し
て
万
博
へ
の
機
運
を
醸
成

し
て
い
く
の
か
。

「
子
ど
も
の
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
子
ど
も
達
が
万
博
に
主

体
的
に
関
わ
る
取
組
を
展
開
す
る
。
未

来
の
兵
庫
を
描
く
絵
画
募
集
や
ひ
ょ
う

ご
フ
ィ
ー
ル
ド
パ
ビ
リ
オ
ン
で
の
仕
事

体
験
企
画
も
進
め
る
。

QA

公
明
党

天
野 

文
夫

【
姫
路
市
】

あ
ま  

の 

　
ふ
み  

お

「
ハ
ー
ト
フ
レ
ン
ド
人
材
バ
ン

ク
」
の
支
援
内
容
と
進
捗
状
況

に
つ
い
て
。

5
月
末
時
点
で
教
師
を
目
指
す

学
生
な
ど
56
名
が
登
録
し
、
不

登
校
児
童
生
徒
の
自
主
学
習
等
の
支
援

に
あ
た
る
。
取
組
の
周
知
や
参
加
学
生

へ
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
支
援
充
実
に
努

め
、
人
材
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

QA

広告欄のため不掲載



今定例会において、「元県民局長の文書問題の内容
調査」に関する動議が可決され、県議会として積極的
に調査を行うため、本県としては51年ぶりに百条委員
会を設置しました。

地方自治法第100条に基づき地方議会の議決を受け
た特別委員会のことです。
この委員会には、百条調査権という権限が与えられ、
関係者の出頭や証言、記録提出を求めることができま
す。虚偽の証言をした場合、または正当な理由がない
のに証言を拒否した場合には、刑事罰に処せられる可
能性があります。

県民の皆さまに県議会の役割や機能について理解促進を図るため、常任委員会を地域
で開催します。
令和6年度は「健康福祉」「農政環境」の2つの委員会の地域開催を以下のとおり予定
しています。

百条委員会
（文書問題調査特別委員会）の設置

常任委員会の地域開催

6月13日 7月5日

一 般 質 問  ▼ ▼ ▼

大学生と議員との政策議論を通じて、若者の感性や発想を議会に反映させるとともに、
議員からのアドバイスや意見をゼミの研究、実践活動に活かしてもらうことをめざして、
県内の大学ゼミを対象に「県議会サテライトゼミ」の受け入れを行っています。
今回は、神戸学院大学経済学部の学生達が「高齢者にeスポーツを」、「本町筋商店街
の活性化のための魅力発信」、「ペットボトルからマイボトルへ」について発表し、議
員との有意義な意見交換が行われました。

県議会サテライトゼミの開催

ひょうご県議会だより 2024（令和6）年 夏号 No.1423

公
明
党

麻
田 

寿
美

【
川
西
市
及
び
川
辺
郡
】

あ
さ 

だ
　 

ひ
さ 

み

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の

支
援
に
つ
い
て

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
に
対
し
、
市
町
に
お
け

る
相
談
支
援
体
制
の
充
実
と
、
民
間
支
援
団
体
と
の

協
働
及
び
そ
の
支
援
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

全
て
の
市
町
で
女
性
相
談
員
の
設
置
を
目
指
し
て
、

国
の
補
助
制
度
の
活
用
や
研
修
の
実
施
、
県
立
女
性

家
庭
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
指
導
助
言
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

民
間
支
援
団
体
、
市
町
、
警
察
署
等
で
構
成
す
る
支
援
調
整

会
議
の
設
置
を
目
指
し
、
新
た
に
民
間
支
援
団
体
の
立
ち
上

げ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
の
経
費
の
補
助
を
創
設
し
、
運
営
費

に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
く
。

QA

ひ
ょ
う
ご
県
民
連
合

北
上 

あ
き
ひ
と

【
川
西
市
及
び
川
辺
郡
】

き
た
う
え

動
物
愛
護
管
理
施
策
と

高
齢
者
福
祉
の
連
携

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
加
し
、
施
設
入
所
等
に

課
題
と
な
る
ペ
ッ
ト
飼
育
に
つ
い
て
、
福
祉
現
場
に

お
け
る
課
題
認
識
、
動
物
愛
護
管
理
施
策
と
の
連
携
は
。

高
齢
者
の
施
設
入
所
、
入
院
、
死
亡
等
に
備
え
、
ペ
ッ

ト
の
終
生
飼
養
及
び
預
け
先
・
譲
渡
先
を
決
め
て
お

く
よ
う
啓
発
を
行
い
、
相
談
窓
口
の
周
知
も
市
町
高
齢
者
福

祉
担
当
者
、
介
護
職
員
に
対
し
て
行
っ
て
い
く
。

高
齢
者
が
安
全
安
心
に
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、

関
係
部
局
が
連
携
し
て
多
頭
飼
育
崩
壊
の
防
止
等
ペ
ッ
ト
の

適
正
飼
養
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

QA

※代表質問・一般質問の模様は、各QRコードからつながる「インターネット録画配信」でご覧いただけます。　　　　　　

6 月 10日　一般質問は、
右記のQRコードより
視聴できます。

代表・一般質問の一部　をご紹介します。

ひ
ょ
う
ご
県
民
連
合

前
田 

と
も
き

【
神
戸
市
東
灘
区
】

ま
え 

だ

高
校
生
の
就
職
改
革
を
行
う
た

め
、
現
状
の
規
制
を
緩
和
し
、

選
択
の
自
由
を
増
や
す
べ
き
。

公
平
・
公
正
な
就
職
を
実
現
す

る
た
め
、
1
人
1
社
制
等
の

ル
ー
ル
を
決
定
し
て
お
り
、　
今
後
と

も
国
等
の
動
向
に
注
視
す
る
と
と
も

に
、
企
業
や
生
徒
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

QA

自
由
民
主
党

伊
藤 

傑

【
神
戸
市
須
磨
区
】

い 

と
う
　す
ぐ
る

令
和
8
年
3
月
以
降
、
W
H
O

神
戸
セ
ン
タ
ー
（
W
K
C
）
へ

の
支
援
は
打
ち
切
る
べ
き
。

多
額
の
支
援
継
続
は
、
大
き
な

財
政
負
担
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
今
後
の
支
援
に
つ
い
て
W
H
O

本
部
等
と
本
年
度
中
の
合
意
に
向
け
協

議
中
。
国
の
動
向
も
見
極
め
つ
つ
、
財

政
負
担
軽
減
を
前
提
に
検
討
し
て
い
く
。

QA

開催スケジュール（予定）
常任委員会名
開催地区
開催日

健康福祉常任委員会
東播・淡路地区
10月 30日

農政環境常任委員会
阪神地区
8月 28日

参考 百条委員会とは

伊藤 傑 議員
WHO神戸センター（WKC）…世界における健康課題に対処するため、
 平成8年3月にWHO（世界保健機関）
 本部直轄の研究機関として設立。

〈用語解説〉

広告欄のため不掲載



門間 雄司
（自民）豊岡市及び美方郡

麻田 寿美
（公明）川西市及び川辺郡

北上 あきひと
（県民）川西市及び川辺郡

斉藤 なおひろ
（維新）川西市及び川辺郡

山口 晋平
（自民）たつの市及び揖保郡

氏 名
（会派）選挙区

奥谷 謙一
（自民）神戸市北区

委 員 長：松井 重樹
副委員長：なかい 隆晃

農 政 環 境
常 任 委 員 会
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橋本 けいご
（無所属）明石市

長崎 寛親
（維新）神戸市兵庫区

竹尾 ともえ
（公明）西宮市

鍔木 良子
（維新）加古川市

菅 雄史
（公明）神戸市兵庫区

久保田 けんじ
（共産）西宮市

北口 寛人
（自民）明石市

前田 ともき
（県民）神戸市東灘区

高橋 みつひろ
（維新）神戸市西区

原 テツアキ
（自民）淡路市

大前 はるよ
（自民）西宮市

増山 誠
（維新）西宮市

島山 清史
（公明）神戸市須磨区

橘 秀太郎
（自民）豊岡市及び美方郡

佐藤 良憲
（維新）伊丹市

風早 ひさお
（自民）宝塚市

小西 ひろのり
（県民）西宮市

北浜 みどり
（自民）神戸市灘区

水田 裕一郎
（自民）姫路市

丸尾 まき
（無所属）尼崎市

小林 昌彦
（無所属）小野市

藤本 百男
（自民）加東市

白井 たかひろ
（維新）神戸市灘区

越田 浩矢
（公明）神戸市長田区

大矢 卓志
（維新）神戸市垂水区

北村 智
（維新）神戸市中央区

竹内 英明
（県民）姫路市

浜田 知昭
（自民）洲本市

門 隆志
（維新）宝塚市

富山 恵二
（自民）相生市

伊藤 栄介
（自民）神戸市中央区

中田 慎也
（自民）伊丹市

山本 敏信
（自民）高砂市

庄本 えつこ
（共産）尼崎市

松井 重樹
（自民）たつの市及び揖保郡

大塚 公彦
（公明）神戸市北区

なかい 隆晃
（維新）神戸市長田区

岸口 みのる
（維新）明石市

石井 秀武
（無所属）神戸市西区

白井 かずや
（自民）三田市

迎山 志保
（県民）加古川市

住本 陽子
（維新）神戸市須磨区

伊藤 傑
（自民）神戸市須磨区

天野 文夫
（公明）姫路市

藤田 孝夫
（自民）養父市及び朝来市

岡 つよし
（自民）加古郡

大豊 康臣
（自民）加西市

さかた たかのり
（維新）姫路市

橋本 成年
（県民）宝塚市

北野 実
（自民）姫路市

内藤 兵衛
（自民）西脇市及び多可郡

飯島 義雄
（維新）姫路市

里見 孝枝
（公明）伊丹市

中田 英一
（県民）三田市

谷口 俊介
（自民）神戸市西区

赤石 まさお
（維新）神戸市東灘区

北川 泰寿
（自民）西宮市

伊藤 勝正
（公明）明石市

松尾 智美
（公明）姫路市

長瀬 たけし
（自民）神戸市東灘区

黒川 治
（自民）尼崎市

戸井田 ゆうすけ
（自民）姫路市

青山 暁
（維新）芦屋市

谷井 いさお
（公明）尼崎市

中村 大輔
（維新）神戸市北区

上野 英一
（県民）神崎郡

太田 やすふみ
（自民）南あわじ市

石川 憲幸
（自民）丹波市

小泉 弘喜
（公明）尼崎市

脇田 のりかず
（維新）西宮市

松本 裕一
（自民）加古川市

岸本 かずなお
（公明）加古川市

長岡 壯壽
（自民）赤穂市、赤穂郡及び佐用郡

村岡 真夕子
（自民）三木市

大上 和則
（自民）丹波篠山市

大原 隼人
（維新）尼崎市

黒田 一美
（県民）神戸市垂水区

前井 まき
（無所属）宍粟市

徳安 淳子
（維新）尼崎市

吉岡 たけし
（自民）神戸市垂水区

委 員 長：増山 誠
副委員長：橘 秀太郎

産 業 労 働
常 任 委 員 会

委 員 長：門間 雄司
副委員長：麻田 寿美

総　　務
常 任 委 員 会

委 員 長：大豊 康臣
副委員長：橋本 成年

建　　設
常 任 委 員 会

委 員 長：北上 あきひと
副委員長：長瀬 たけし

文 　 　教
常 任 委 員 会

委 員 長：小泉 弘喜
副委員長：松本 裕一

警　　察
常 任 委 員 会

委 員 長：奥谷 謙一
副委員長：長崎 寛親

健 康 福 祉
常 任 委 員 会

常任委員会は、本会議に提案された議案などを専門的に詳しく審査するための機関で、総務・健康福祉・産業労働・
農政環境・建設・文教・警察の7つの委員会が設置されており、議員はいずれか一つの委員会に属しています。常任委員会による専門的審査

議員定数：86名
自     民：36名
維     新：21名
公     明：13名
県     民：  9名
共     産：  2名
無 所 属：  5名


